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(57)【要約】
　コンパクトなＵＶＢ光治療機器であって、内包され組
み込まれた光源と、タイマーユニットを伴う直列接続さ
れたパワースイッチと、タイマーに接続された少なくと
も１つの光源、たとえば波長が３１０ｎｍで、光パワー
が０．６から１ｍＷの放射を発するＬＥＤとを含み、光
源を覆う取外し可能なスペーサーが、同光源の近傍に固
定されている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンパクトなＵＶＢ光治療機器、とりわけ、白斑、アトピー性皮膚炎および乾癬の治療
を意図したコンパクトなＵＶＢ光治療機器であって、
　内包され組み込まれた光源（１）、
　タイマーユニット（６）を伴う直列接続されたパワースイッチ（５）、および
　少なくとも１つの光源（２）、
を含み、
　当該機器の電子部品はワイヤ（４）と接続されており、
　波長が３１０ｎｍで、半値全幅が最大１０ｎｍで、光パワーが０．６から１ｍＷの放射
を発するＬＥＤ（２）が、前記光源であり、
　前記光源を覆う取外し可能なスペーサー（３）が、前記光源の近傍に固定されている、
ことを特徴とするコンパクトなＵＶＢ光治療機器。
【請求項２】
　ダイオードの合計パワーが０．８ｍＷであることを特徴とする、請求項１記載のコンパ
クトなＵＶＢ光治療機器。
【請求項３】
　前記スペーサーの高さが、前記光源近傍の覆いの表面から前記スペーサーの外表面まで
計測して、少なくとも０．５ｃｍの高さであることを特徴とする、請求項１または２記載
のコンパクトなＵＶＢ光治療機器。
【請求項４】
　前記光源を制御するタイマーが、０．５秒の精度で、好ましくは３００または６００秒
に亘って、ＬＥＤ照明期間を設定することを可能にしていることを特徴とする、請求項１
から３いずれか１項記載のコンパクトなＵＶＢ光治療機器。
【請求項５】
　追加の可視光ＬＥＤ、好ましくは青色ＬＥＤが、ＵＶＢ光源の近くに取り付けられてい
ることを特徴とする、請求項１から４いずれか１項記載のコンパクトなＵＶＢ光治療機器
。
【請求項６】
　観察用の前記ダイオードが、青色光を発することを特徴とする、請求項５記載のコンパ
クトなＵＶＢ光治療機器。
【請求項７】
　追加のバッテリー充電または機器状態ダイオードが、電力供給源およびパワースイッチ
回路に接続されていることを特徴とする、請求項１から５いずれか１項記載のコンパクト
なＵＶＢ光治療機器。
【請求項８】
　機器の回路が、ＵＶＢダイオードと、照射領域の観察を可能とする可視光ダイオードと
に、独立した電力供給を提供するように、当該機器のパワースイッチが２つとされている
ことを特徴とする、請求項１から７いずれか１項記載のコンパクトなＵＶＢ光治療機器。
【請求項９】
　当該機器が、内蔵バッテリー、または少なくとも１Ａの充電器から、電力供給を受けて
いることを特徴とする、請求項１から８いずれか１項記載のコンパクトなＵＶＢ光治療機
器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の主題は、コンパクトなＵＶＢ光治療機器であり、とりわけ、白斑、アトピー性
皮膚炎および乾癬の治療を意図したコンパクトなＵＶＢ光治療機器である。
【背景技術】
【０００２】
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　フォトセラピーとも呼ばれる光治療は、医学および薬学の急速に発展している分野であ
る。現代のフォトセラピーは、可視光周波数の広範なスペクトルを適用するのに加えて、
紫外域および赤外域の光も適用する。フォトセラピーによる乾癬、アトピー性皮膚炎およ
び白斑の治療法は、ＵＶ放射源を適用する。様々な情報源によれば、世界的な白斑の発生
率は全人口の１－２％であり、人口の約３０％がアトピー性皮膚炎に苦しんでおり、乾癬
は人口の２－４％にとっての脅威である。現在、上記の疾患を治療するのに適したものと
して、３タイプのＵＶ放射が科学的に区別されており、それら３タイプとは、ＰＵＶＡ治
療、ブロードバンドＵＶＢ、およびナローバンドＵＶＢである。
【０００３】
　ＰＵＶＡ法は、３４０－４００ｎｍの波長帯にあるタイプＡの紫外線の適用を想定して
いる。ＵＶＡ放射は、光感作薬の投与を伴って行われることが多く、かかる光感作薬の最
も一般的なものはソラレン（特定の植物中で見つかる天然化合物）である。別の可能な治
療法では、薬剤は投与されず、フォトセラピーの量が増大させられる。この方法の適用は
、専門の医療機関で、週３回行われなくてはならない。ＵＶＡ放射は太陽から我々に到達
するので、人間の皮膚はＵＶＡ放射に対しては非常に耐性が高く、そのためこの治療が所
望の結果をもたらすには、薬剤の補助を受ける治療または増大させられた放射パワーが必
要である。ＵＶＡ放射はガラスを通過し体内に浸透し得ることから、放射から除外される
必要のある身体部分の適切なカバーおよび特殊な保護眼鏡が必要となる。
【０００４】
　ブロードバンド法は、２９０－３１５ｎｍの放射を適用する。ＵＶＢ放射は、人間の皮
膚を簡単には通過せず、ＵＶＡへの脅威ほど多くの脅威は構成しないので、ＵＶＢ放射は
一般的により安全だと考えられている。加えて、当該放射の増大させられたエネルギー容
量のために、より短い露光時間を適用することが可能であり、それによりＵＶ放射の悪影
響への患者の曝露が軽減させられる。この方法は、補助的な薬剤治療を必要としていた。
疾患の深刻さによっては、患者は週２－５回の放射を受けるべきこととなる。市場におい
て入手できる即時利用可能な解決策もあり、それにより、自宅で治療を行うことが可能と
なる。そのような治療の１つの欠点は、人間の健康に有害な波長、すなわち２９０ｎｍよ
り大きい波長を発生させるために、紅斑を生じさせ得る点である。
【０００５】
　ナローバンドＵＶＢ治療は、最新開発の治療であり、美容および医療用途において極め
て有望な結果をもたらしている。この手法では、医療用途において最も有効であるという
理由で、３１１－３１２ｎｍのＵＶＢ光線が用いられる。ナローバンド光源の利点の１つ
は、２９０ｎｍ未満の放射が存在しないという点である。しかしながら、この方法では、
薬剤の投与が必要であった。この方法は、ブロードバンドＵＶＢ法と比較して、所望の結
果をもたらすという点においてより効率的であり、より効果的である。この方法は、身体
の特定の部分に局所的に適用することもできるし、全身に適用することもできる。
【０００６】
　特許文献１には、特定の身体部分が３１０ｎｍのＵＶ光線に露出される光治療法が記載
されている。治療の持続時間に亘って、放射量が２０％増加させられる。その後、患者は
幹細胞を含む溶液を１ミリリットル受容し、合計エネルギー８０ｍＪ／ｃｍ2の光から開
始して、光治療を継続する。２０１１年にロシアで登録された特許文献２の解決策は、Ｕ
ＶＡおよびＵＶＢ光による皮膚の照射部位内にあるニキビを、治療する方法を提示する。
光治療に加えて、患者は、２１－２８日間に亘り１０ｍｇのリプトノーム（ｌｉｐｔｏｎ
ｏｒｍ）を受容する。特許文献３による機器は、ベースユニットと、それに取り付けられ
た少なくとも１つのヘッドユニットとを含む。機器の複数の特定の要素が、種々の異なる
ＵＶ光治療、ＬＬＬＴ、超音波治療、電気刺激療法、凍結療法、および多様なダイオード
を用いた熱療法に合うように調整される。多機能光治療機器は、特許文献４からも知られ
ており、この特許文献４は、赤外光またはＵＶ光を発する複数のＬＥＤダイオードが装備
された、少なくとも１つの照射ヘッドユニットを搭載した機器を紹介している。特許文献
５は、近赤外域に対応する波長の光を発する、多数のＬＥＤダイオードを含むマトリック
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スを包含した機器を提案している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】ウクライナ国実用新案公開第９９０６８号明細書
【特許文献２】ロシア国特許出願公開第２４７２５４１号明細書
【特許文献３】欧州特許出願公開第１４２０７４１号明細書
【特許文献４】中国特許出願公開第１０３８０１００７号明細書
【特許文献５】米国特許第６４７１７１６号明細書
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に係るコンパクトなＵＶＢ光治療機器、とりわけ、白斑、アトピー性皮膚炎およ
び乾癬の治療を意図したコンパクトなＵＶＢ光治療機器は、他の利用可能な方法に関連す
るような制約を何ら有さない。開発された解決策は、美容サロンや医療機関において複雑
な手順を実行する必要なしに、個々の顧客により使用されるのに適している。本発明に係
る機器は、扱い易くかつ小型で、したがって他の作業をしながら使用することができる。
さらに、本発明に係る機器は、より高い頻度での使用に適している。より低い光濃度での
頻繁な治療は、高パワーの照射セッションを少ない回数行うよりも、効果が高い。本発明
に係る機器は、３１０ｎｍの放射を発する少なくとも１つのＬＥＤと、照射スポットから
の適切な距離を維持し、かつ埃や不純物からＬＥＤを保護するための、ＵＶＢ光線に対し
透明なカバーおよびスペーサーと、それに加えて複数の通知用ＬＥＤと、セッション時間
を数えるタイマーと、最低１Ａの充電器と、パワースイッチと、他の２つのスイッチとを
含む。通知用ダイオードは、機器が充電中である際に点灯し、機器が完全充電済み状態に
なった際に消灯する１つの赤色ダイオードと、ＵＶダイオードと共に点灯する２つの青色
ダイオードと、パワーがオン状態である際に連続点灯する、またはバッテリー残量が少な
い際に１秒ごとに点滅する、１つの緑色ダイオードとを含む。
【０００９】
　コンパクトなＵＶＢ光治療機器、とりわけ、白斑、アトピー性皮膚炎および乾癬の治療
を意図したコンパクトなＵＶＢ光治療機器は、内包され組み込まれた光源と、タイマーユ
ニットを伴う直列接続されたパワースイッチと、タイマーに接続された、波長が３１０ｎ
ｍで光パワーが０．６から１ｍＷの少なくとも１つの光源とを含み、上記の光源を覆う取
外し可能なスペーサーが、同光源の近傍に固定されており、スペーサーの高さは、上記の
光源近傍の覆いの表面からスペーサーの外表面まで計測して、少なくとも０．５ｃｍの高
さである。一方、ＬＥＤダイオードが光源であり、タイマーユニットは、少なくとも０．
５秒の精度で、ＬＥＤ照明期間を設定することを可能とする。
【００１０】
　１つの有利な実施形態では、少なくとも１つの追加の可視光ＬＥＤ、好ましくは青色Ｌ
ＥＤが、ＵＶＢ光源の近くに取り付けられ、照射領域の観察を可能にする。１つの有利な
実施形態では、少なくとも１つの追加のバッテリー充電または機器状態ダイオードが、電
力供給源およびパワースイッチ回路に接続される。
【００１１】
　１つの有利な実施形態では、機器の回路が、ＵＶＢダイオードと、照射領域の観察を可
能とする可視光ダイオードとに、独立した電力供給を提供するように、機器のパワースイ
ッチが２つとされる。
【００１２】
　１つの有利な実施形態では、機器は、内蔵バッテリー、または少なくとも１Ａの充電器
から、電力供給を受ける。
【図面の簡単な説明】
【００１３】



(5) JP 2018-534964 A 2018.11.29

10

20

30

40

50

【図１】本発明に係るコンパクトなＵＶＢ光治療機器のレイアウトを図解した図
【図２】本発明に係るコンパクトなＵＶＢ光治療機器の断面図
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本発明に係るコンパクトなＵＶＢ光治療機器が図面に示されており、ここで図１は、本
発明に係る機器のレイアウトを図解した図であり、図２は、本発明に係る機器の断面図で
ある。
【実施例１】
【００１５】
　コンパクトなＵＶＢ光治療機器、とりわけ、白斑、アトピー性皮膚炎および乾癬の治療
を意図したコンパクトなＵＶＢ光治療機器は、内包され組み込まれた光源１と、タイマー
ユニット６を伴う直列接続されたパワースイッチ５と、タイマー６に接続された少なくと
も１つの光源－この例では波長が３１０ｎｍで光パワーが０．８ｍＷ以上の放射を発する
ＬＥＤ２とを含み、上記の光源を覆う取外し可能なスペーサー３が、同光源の近傍に固定
されており、スペーサーの高さは、上記の光源近傍の覆いの表面からスペーサーの外表面
まで計測して、１ｃｍの高さである。タイマー６は、６００秒に亘って、ＬＥＤ照明期間
を設定することを可能とする。
【００１６】
　１つの追加の可視光ＬＥＤ、好ましくは青色ＬＥＤが、ＵＶＢ光源の近くに取り付けら
れており、照射領域の観察を可能にする。１つの追加のバッテリー充電または機器状態ダ
イオードが、電力供給源およびパワースイッチ回路に接続されている。
【００１７】
　機器の回路が、ＵＶＢダイオードと、照射領域の観察を可能とする可視光ダイオードと
に、独立した電力供給を提供するように、機器のパワースイッチが２つとされている。
【００１８】
　機器は、内蔵バッテリー、または少なくとも１Ａの充電器から、電力供給を受けている
。
【実施例２】
【００１９】
　コンパクトなＵＶＢ光治療機器、とりわけ、白斑、アトピー性皮膚炎および乾癬の治療
を意図したコンパクトなＵＶＢ光治療機器は、内包され組み込まれた光源１と、タイマー
ユニット６を伴う直列接続されたパワースイッチ５と、タイマー６に接続された少なくと
も１つの光源－この例では波長が３１０ｎｍで光パワーが０．８ｍＷ以上の放射を発する
ＬＥＤ２とを含み、上記の光源を覆う取外し可能なスペーサー３が、同光源の近傍に固定
されており、スペーサーの高さは、上記の光源近傍の覆いの表面からスペーサーの外表面
まで計測して、少なくとも０．５ｃｍの高さである。タイマー６は、６００秒に亘って、
ＬＥＤ照明期間を設定することを可能とする。
【００２０】
　１つの追加の可視光ＬＥＤ、好ましくは青色ＬＥＤが、ＵＶＢ光源の近くに取り付けら
れており、照射領域の観察を可能にする。１つの追加のバッテリー充電または機器状態ダ
イオードが、電力供給源およびパワースイッチ回路に接続されている。
【００２１】
　機器の回路が、ＵＶＢダイオードと、照射領域の観察を可能とする可視光ダイオードと
に、独立した電力供給を提供するように、機器のパワースイッチが２つとされている。
【００２２】
　機器は、内蔵バッテリー、または少なくとも１Ａの充電器から、電力供給を受けている
。
【実施例３】
【００２３】
　コンパクトなＵＶＢ光治療機器、とりわけ、白斑、アトピー性皮膚炎および乾癬の治療
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を意図したコンパクトなＵＶＢ光治療機器は、内包され組み込まれた光源１と、タイマー
ユニット６を伴う直列接続されたパワースイッチ５と、タイマー６に接続された少なくと
も１つの光源－この例では波長が３１０ｎｍで光パワーが０．８ｍＷ以上の放射を発する
ＬＥＤ２とを含み、上記の光源を覆う取外し可能なスペーサー３が、同光源の近傍に固定
されており、スペーサーの高さは、上記の光源近傍の覆いの表面からスペーサーの外表面
まで計測して、少なくとも１ｃｍの高さである。タイマー６は、３００秒に亘って、ＬＥ
Ｄ照明期間を設定することを可能とする。
【００２４】
　１つの追加の可視光ＬＥＤ、好ましくは青色ＬＥＤが、ＵＶＢ光源の近くに取り付けら
れており、照射領域の観察を可能にする。１つの追加のバッテリー充電または機器状態ダ
イオードが、電力供給源およびパワースイッチ回路に接続されている。
【００２５】
　機器の回路が、ＵＶＢダイオードと、照射領域の観察を可能とする可視光ダイオードと
に、独立した電力供給を提供するように、機器のパワースイッチが２つとされている。
【００２６】
　機器は、内蔵バッテリー、または少なくとも１Ａの充電器から、電力供給を受けている
。
【実施例４】
【００２７】
　コンパクトなＵＶＢ光治療機器、とりわけ、白斑、アトピー性皮膚炎および乾癬の治療
を意図したコンパクトなＵＶＢ光治療機器は、内包され組み込まれた光源１と、タイマー
ユニット６を伴う直列接続されたパワースイッチ５と、タイマー６に接続された少なくと
も１つの光源－この例では波長が３１０ｎｍで光パワーが０．８ｍＷ以上の放射を発する
ＬＥＤ２とを含み、上記の光源を覆う取外し可能なスペーサー３が、同光源の近傍に固定
されており、スペーサーの高さは、上記の光源近傍の覆いの表面からスペーサーの外表面
まで計測して、少なくとも０．５ｃｍの高さである。タイマー６は、６００秒に亘って、
ＬＥＤ照明期間を設定することを可能とする。１つの追加の可視光ＬＥＤ、好ましくは青
色ＬＥＤが、ＵＶＢ光源の近くに取り付けられており、照射領域の観察を可能にする。１
つの追加のバッテリー充電または機器状態ダイオードが、電力供給源およびパワースイッ
チ回路に接続されている。
【００２８】
　機器の回路が、ＵＶＢダイオードと、照射領域の観察を可能とする可視光ダイオードと
に、独立した電力供給を提供するように、機器のパワースイッチが２つとされている。
【００２９】
　機器は、内蔵バッテリー、または少なくとも１Ａの充電器から、電力供給を受けている
。
【符号の説明】
【００３０】
　　１　光源
　　２　ＬＥＤ
　　３　スペーサー
　　４　ワイヤ
　　５　パワースイッチ
　　６　タイマー
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